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早稲田大学講義録『高等国民教育』に関する一考察

- ｢読者倶楽部｣における学習者の声を手がかりに-

関　本　　　仁

はじめに

本稿では戦前の早稲田大学において展開された講義録(通信教育)群のなかでも,明治41年度か

ら43年度にかけて刊行された『高等国民教育』について,実際に学習を行っていた受講者の視点を

軸に考察するものである｡本稿に関する先行研究としては, 『早稲田大学百年史』,田中征男『大学拡

張運動の歴史的研究一明治･大正期の｢開かれた大学｣の思想と実践』,中西敬二郎｢早稲田大学出

版部小史｣,早稲田大学大学史資料センタ一編『高田早苗の総合的研究』などが挙げられる｡ 『高等国

民教育』は3年間に行われたのみであり資料が乏しいためか,先行研究の中で最も多く言及がなされ

ている『早稲田大学百年史』においても, 『高等国民教育』が早稲田大学創立者である大隈重信の理

念を具現化したものであること,大きな需要を生まなかった為に短命に終わったこと等が記されてい

る(1)に止まっており,そこで行われた学習の内容についても詳しく立ち入ることはしていない｡ま

た, ｢大学史｣という性質上,学則などをはじめとする早稲田大学の制度史としての側面が強く,大

学側の視点でのみ記されている｡前述の『大学拡張連動の歴史的研究一明治･大正期の｢開かれた大

学｣の思想と実践』では｢早稲田学報｣誌上で｢学外叢議｣という,講義録の読者投稿欄の存続を巡

る応酬について触れている(2)しかし,ここにおいても講義録の受講者がいかなる経緯で,どのよ

うな学習を望み,それを後にいかに生かそうとしたかについてうかがい知ることは難しい｡ 『高等国

民教育』はその開設されていた3年間で毎年三千人前後の受講者を受け入れており,他の『政治経済

科講義』, 『法律科講義』, 『文学科講義』などといった高等教育･専門教育レベルの各講義録のそれぞ

れの受講者数と数の上では遜色が無く(3) 『高等国民教育』の刊行が停止されたことに関しては他の

要因が可能性として残されているように思われる｡また,早稲田大学総長であった大隈重信の理念に

加え, 『高等国民教育』が刊行されていた当時の早稲田大学学長であり,東京専門学校時の講義録の

刊行開始から関わりを持っていた高田早苗の発言等を踏まえておく必要があるのではないか｡事実,

『高等国民教育』刊行当時,高田は講演等で『高等国民教育』などについて幾度か言及をしており,

高田の発言等を分析していくことによって, 『高等国民教育』の目指した目的や理念への理解をより

深めることができるのではないだろうか｡

そこで本稿では,主として1908 (明治41)年から1910　明治43)年とその前後における『早稲田

学報』等の雑誌, 『高等国民教育』に関する冊子等を用いて,先ず第1節で『高等国民教育』の早稲
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EB大学講義録の中における位置づけを,他の私立学校の講義録群との違いなども踏まえつつ明らかに

していく｡第2節では『高等国民教育』を早稲田大学講義録全体の中での位置づけを確認し,その

内容についての確認を行う｡第3節ではさらに先述のように高田の発言等を踏まえ, 『高等国民教育』

を受講する者たちに期待したものは何であったのか,第4節では実際の受講者たちは『高等国民教育』

をどのように受け止め,どのような状況で学んでいったのかということについて,編集部がその投稿

を採用した意図も勘案しておかなければならないという条件がつくが,制度史としての側面ではなく

｢読者倶楽部｣という,これまであまり焦点が当てられてこなかった,受講者の｢生｣の声を参考に,

彼ら受講者自身の学習に対する意識は如何なるものであったかを明らかにすることを目的とする｡こ

の一考察が筆者の今後構想している<戦前における早稲田大学講義録についての総合的研究>の一端

を明らかにすることができると考えている｡

1.東京専門学校講義銀の成立

東京専門学校自身が組織的に講義録による｢校外生｣制度を発足させる以前,埼玉県北葛飾郡宝珠

花村(現春日部市庄和地区)の横臼敬太という人物が高田早苗と地方講演で知り合い,高田の協力を

得ることによって1886 (明治19)年発足させた『政学講義会』(4)があった｡これは高田が｢学校の

同僚とも相談の上,学校の名を貸して其人(横田:引用者注)の勝手に経営させる事にし, 『政学講義』

と『法学講義』を先づ始めさせた(5)｣ことによる｡これをもって高田は｢日本で校外生を募って講

義録を発行すると云ふことは,此前の講習会の席に於ても陳べた通りに先づ此早稲田大学が初めてあ

る｡もう少し適切に云へば寧ろ私一己の工風に出たものである｡(6)｣ ｢之れは我日本に於ては早稲田

大学で初めて考へだしたことであって,二十年前に此事を思付きまして今日まで継続して此筆の上の

大学教育の普及と云ふことは終始努めて居り,そして其が益々発達をして居る訳である(7)｣と後に

回想をしている｡ただし,これより以前から,たとえば1885 (明治18)年に英書利法律学校がその

開校当初において講義録発行を開始させており, 1887　明治20)年1月から専修学校が法律学およ

び経済学の講義筆記の発行を行っている｡さらに同年9月には明治法律学校が講法会から講義録を発

行,これは後に校外生制度として発展し,法学科と商学科の2科を置いている｡横田散大の事業失敗

により,活動停止となった政学講義会は高田早苗,東京専門学校幹事･田原栄により｢東京専門学校

出版局｣と組織再編され,講義録発行の事業を継続させていく｡それまでの横田による個人経営とし

ての政学講読会から,田原を発行人,横田を印刷人とする東京専門学校出版局の事業として吸収され

るというように講義録はその体裁を変化させていった1891 (明治24)年2月に東京専門学校が全

面的に直接経営に乗り出すまでの3年余りの期間は,実質的には東京専門学校自身の運営に属する状

態ではあったが,形式的には学外の出版機関である｢東京専門学校出版局｣の経営に属していた｡ ｢政

学講義会｣経営時からの横田の負債が出版局の財政を圧迫していたようである｡しかし,講義録出版

に対する熱意から出版の存続を試みようとした結果,学校直営という形態を採ったようである｡

東京専門学枚が学校直営として講義録を発行することになるのは1887　明治20)年10月の事であ
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るため,上記の3校は東京専門学校より先んじて講義録を発行し始めたことになる｡講義録発行開

始初年においては『政学部講義』 ･ 『法学部講義』と題された二つの講義録があり,各々60ページ,

一部全人銭としていた(8)｡これらはそれぞれ東京専門学校の配当表から,代数学,体操,卒業論文

の三科目を省いたものとほぼ等しく,担当教員も同一であった｡翌年には『行政科講義』が加わり,

1895 (明治28)年には『文学科講義』の刊行が開始された｡なお,哲学館は1888 (明治21)年から『哲

学館講義録』を発行開始し,哲学館通学者を｢館内生｣,講義録購読者を｢館外生(9)｣として通信教

育の制度を整備拡充をしている一方,和仏法律学校では1890　明治23)年1月から校外生制度を行っ

ている｡また,東京大学は明治10年代では自然発生的な演説活動がみられるなか, 1887 (明治20)

年2月から,理,医,法,文,工の五分科大学の,帝国大学教授有志による大学通俗講談会が設立

されている｡慶庵義塾では1908 (明治41)年から夏期休暇を利用して地方巡回講演を開始している｡

このように,東京大学や慶磨義塾などでは｢講義録｣という形態を用いない大学開放の方法を展開し

ていた｡

2. 『高等国民教育』の創刊

1908　明治41)から早稲田大学では『高等国民教育』なる一年制の講義録が開始されている｡こ

れはその扱われている内容において,他の講義録とは異質なものであったということができる｡それ

は発行の趣旨には, ｢所謂リベラル,エデュケーション,中学程度以上の国民教育に資せんとする(10)｣

としており,他の講義録で行われているような政治,法律,商,文学,哲学といった専門教育ではな

く, ｢政治思想と文学趣味｣に重きは置かれているものの,一般教養養成を目的とした講義録であっ

た｡一般教養を主眼としているという点で｢高等予科｣的な性格を有しており,事実, 『高等国民教

育』より数年前から開始された『商業講義』 『中学講義』(ll)という中等教育レベルの講義録を修了し

た後, 『高等国民教育』の卒業試験に合格すれば,通学課程の専門部一年次-無試験入学することが

できた(12)しかし, ｢所謂高等学校なるものも,大学の予備教育即ち専門教育の準備にのみ忙ほしく

して,これ亦吾人が庶幾する高等国民教育とは為って居ない(13)｣として専門教育に対する準備教育

としての位置づけにとどまることなく, ｢現世紀的人物,立憲的たると同時に世界的たる人物,活き

て働ける学者,実際間に合ふ事務家となる素地を与-んと欲するにある(14)｣としていた｡

『高等国民教育』はどのような内容であったのか｡月謝は60銭,月二回刊行,一年制というこの講

義録は初年度において受講者数は3615名,その内卒業試験を合格した者は158名であった(15)｡卒業

試験は必ず受けなければならないものではなく,年間を通して受講した者は修了証書を受けることが

出来た｡初年度に続く明治42年度では,この年から開始された｢校外教育部(16)｣との連動を意図し,

｢第十八条　本大学発行の｢高等国民教育｣を特に部友の研究及通信の機関とし特価を以て部友に配

布す｣というような文言が｢校外教育部規則｣の中にみられた｡明治43年度ではさらに｢今年度の

新学期よりは,特に政治,実業,文芸,理学,工業,其他学術の新しき問題に係る名流大家の所説を

『課外講義』と題し別冊として毎月一回づつ講義録以外に発行し本講義録の読者に限り無代価にて配
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布する筈(17)｣とし, ｢法律学｣といった枠組みではなく,たとえば, ｢近松対シェークスピア対イプ

セン｣ (坪内雄蔵), ｢人民の自修機関としての図書館｣ (和田高書)といったトピックが掲げられ数回

にわたり掲載された｡この『課外講義』は『早稲田講演』というタイトルとして刊行された｡このよ

うに3年間という期間の中でも毎年大きくカリキュラムが変わっていった事をみても,手探りの状態

で方向性を兄いだしていこうとしていた編輯者の意図がうかがえる｡ 『高等国民教育』は明治43年度

をもって廃刊となっているが, ｢早稲田学報｣や｢早稲田講演｣を参照しても廃刊についての記述は

見られず, ｢早稲田講演｣では雑誌の評判がよかったために｢従来本誌は単に我が早稲田大学出版部

より発行し来れる講義録『高等国民教育』の読者井に其他の希望者諸君に配附するに過ぎなかったの

であるが,次号からは全く独立した一月刊雑誌となり広く世間の市場にも売り出すこととなった(18)｣

事が触れられているのみである｡しかし,この次号からの刷新によって,それまで文化系の内容ばか

りであった｢早稲田講演｣のなかに｢地質学と進化論｣, ｢空中飛行機の発明と我国の工業｣などの講

演が掲載されているのは,それまでの『高等国民教育』を通年を通した学習や,修了･卒業といった

制度はなくなってしまったが,学習内容的には引き継ぐ形になっていたのではないだろうか｡

3. 『高等国民教育』と高田早苗

『高等国民教育』発行当時早稲田大学総長であった大隈重信はその前後において『国民読本』の発

行(1910 (明治43)午)とそれに呼応する形で『国民教育青年講習録』 (1911 (明治44)年)を刊行し,

さらに『高等国民教育』が終了した直後の1911 (明治44)年には｢一般民衆に世界的の新智識を供

給し,専門的智識を極めて通俗に普及せしめ,兼ねて社会万般の現象に対して知識ある批判を与えん

が為めに,政治,経済,文学,教育,美術,実業,各班に捗れる豊富なる内容を有せる雑誌『新日本』

を書評冨山房より発刊｣(19)している｡しかし,大隈の言葉からは｢国民教育｣などはみられるが, ｢高

等国民｣という言葉は確認できない｡一方,当時早稲田大学学長を務めていた高田早苗は以下のよう

な言及をしている｡ ｢(早稲田大学では:引用者注)小学の講義録と云ふものはないけれども中学およ

び実業中学と云ふが如き者に比較すべき中学講義商業講義,其上に高等普通教育,リベラル,エデュ

ケーション(liberal education)と云ふのに当る高等国民教育而して各専門教育の講義即政治経済科

法律科文学科と云ふようなものがある｡さう云ふ次第で兎にも角にも多くの年所を経過した結果とし

て丁度無形の学校が義に成り立って居ると云ふことになった｡中学校,実業学校,高等学校,大学校

若くは専門学校と云ふものが建物はないが,紙の上でちゃんと出来上がると云ふ迄に発達した訳であ

る｡(20)｣ ｢中学,商業の中等教育より高等国民教育を経て,政治,経済,法律,文学等の各専門教育

に至る迄,悉く通信教育によって施す,組織的の教育機関となせり(21)｣ここにみられるように,早

稲田大学において展開された講義録は通学という形態を用いずとも学習が行えるようにこれまで整備

をしてきたこと,当時の高等学校に対応する形で『高等国民教育』がつくられたことがわかる｡ただ,

｢唯筆の上で教を受ける丈ではどうも靴を隔てゝ播きを掻くと云ふ怨みがある｡筆の上で一旦教へら

れたことを更に口ずから概括して講釈をして貰うと云ふことになると今まで自分の目を用ひて学んだ
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ことを更に耳によって之を脳裡に復活すると云ふことが出来て,彼と是と相僕って初めて消化した知

識になる｡斯う云ふことが大いにあるやうに思ほれます｡(22)｣と指摘し,通信教育による学習にとど

まることなく,校外教育部というセクションを設置している｡また, ｢唯の日本国民でなくして模範

的の日本国民即ち高等国民であって他のすべての国民の上に立ち,之れを指導し之れが模範となる丈

けの人間に諸君を仕上げなければならぬ(23)｣としていることからも分かるように,早稲田大学で学

ぶ者たちに対して,これからの日本を担っていく指導的立場としての｢高等国民｣となることを高田

は期待していたのである｡加えて, 『高等国民教育』発行開始当初様々な新聞雑誌等に取り上げられ

ていたようだが,なかでも雑誌｢財界｣においては当時の評価として, ｢営利を度外視して現世文化

の発展に力むるに於てふつうの善雄と異なれるかは,世間何人も認むるところであろうが今般創刊さ

れたる高等国民教育の如きは明に同出版部の特色を証明するものであって,又同出版部を主裁せる高

田博士の教育策の-発現と見ることが出来る(24)｣として紹介がなされており,これも高田の影響が

色濃く出ていることを示す一例といえるのではないだろうか｡

4. 『高等国民教育』に対する学習者の声

『高等国民教育』で特に注目したいのが,読者投稿によるページ｢読者倶楽部｣である｡早稲田大

学講義録における職業別の統計などは残っておらず,受講者各々の自己紹介のいくつかの中から窺い

知るのみであるが,それによれば,准教員,教員,実業家,兵士,農夫,官吏(林業),鉄道業,冒

露戦役の廃兵,商店の見習小僧など多種多様であった｡受講者たちの学習に対する姿は彼らの投稿か

らわずかではあるがそのいくつかを知ることができる｡たとえば, ｢草庭を出づれば即ち病むの悲運

に遭遇すること,前後すでに五回｡雄飛発展すべく資力と体質と修養との不足を悟れるや久し｡而も

尚ほ野心と遊心と勃々禁じ能はざるもの旧来依然たり,我何の故なるを知らず｡今春本講義録を購読

すべく禁煙を断行せし時も病臥中なりき｡爾来なは快癒に至らざるに枕頭既に六巻を飾る,不堪感

謝(25)｣また｢僕は日露戦役の廃兵である｡極めて不生産的の人間ではあるが,さう価値を下げられ

ても困る｡数百金の年金と恩給は以て父母を養ひ,妻子を養ひ,加之毎月本誌其他二三種類の新刊物

を読む事が出丸　従って多年軍隊で固めた没常識頭脳も,幸に本誌の模範的国民教育の恩恵に依り開

発する事が出来る(26)｣,というように病気もしくは体が不自由な身であってもなお学習に対する意欲

を持ち続けるひとがいたことが確認できる｡ ｢降り続く霧雨に身も心もめいらんとする三日の朝,香

って六時半に起床して朝繭をすまし,官署-赴かんとする折しも,お馴染の郵便配達夫は来たりて,

待ちに待たれし｢高等国民教育｣はわが手に落ちたo登署後僅かの時間を得て巻頭より-潟千里の勢

を以て走り,早くも一番なつかしい雑録へきた(27)｣では,学習すること,他の学習者の｢声｣に耳

を傾けることに対して待ち遠しさに満ちあふれていることが窺える｡ ｢諸兄,予は先年小学を卒業せ

しホヤヶ也｡日々夜々役々として労働に服し,やつと其口を糊する算入也｡昨夏漸く本誌の愛読者と

なり,文明的新知識に接するを得たり｡予は大に感謝す,本誌の丁寧親切なる講述と,労働の神聖な

ることゝを｡(28)｣というように, 『高等国民教育』は本来中学卒業程度の学力を持つ者が受講対象で
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あり,中学レベルの学習をする講義録としては『早稲田中学講義』 『早稲田商学講義』が用意されて

いたが,小学校卒業後に『高等国民教育』を学ぶ,という者もいたようである｡受講者の居住地も日

本全国各地から奉天,全羅北道など東アジア地域に加え,アメリカのオレゴンなども含まれていたよ

うである｡投稿された内容として興味深いものは大きく分けて2つあり, 1つは講義録に対する感想･

意見であった｡たとえば, ｢｢高等国民教育｣実に予想外の出来栄にて,講義の斬新なると講習に便な

ると誠に嬉しく候｡此上願はしきは毎号講師方の写真を順次に掲出せられたきことに候｡(29)｣, ｢小生

は先年中学を卒業し,其後上京して-と勉強致したき考で居りましたが,学費の都合でそれも出来ず,

目下片田舎で小学生を相手にしながら,過般来本誌の講習を受けて居る一人ですO　中学卒業者に対し

て此講義録は実に金科玉条と信じて居りますにつけて,私の切に希望する所は,一年制度を革めて少

くとも二三年は継続して貰ひたいことです｡(30)｣ ｢本誌を購読するに従って,欲望が募ってきた｡せ

めては本誌を二年若くは三年制に変更を願ひ,業務の傍ら充分研究いたしたい｡是れに付いては他読

者の希望もありLと思ふ,敢て編者の一考を煩はす｡｣ ｢夏期講習会は明年度より八月中に行ほれては

いかゞでしょう｡七月は実業家の最繁忙の際,目まひがするほどの時期です｡(31)｣ ｢本講義録を以て

専門的のものとせず,何処までも通俗的にし,読者自身啓発の資料につき指導者たる御趣旨を以て,

諸先生が教示の栄を賜はらむ事を希望仕候｡(32)｣ ｢第一号と第二号とに載せられた総長及学長の御面

影は,生が机上高く掲げてある｡これを見ると早稲田に居る様な気拝がする｡所が早稲田の三柱のう

ちの坪内,天野両博士の御写真が無いので,何だか物足りない｡他の諸先生の御肖像も是非巻末迄に

は載せて貰ひたいが右両博士の御写真だけは総長,学長のそれと同形で出して貰ひたい｡是非々々,

鶴首々々｡(33)｣などというものがあった｡様々な意見を取り入れたことは,年度が替わるごとにカリ

キュラムが大きく変わっていったことに繋がっているのかもしれない0 2つ目は受講者間の文章のや

りとりであり, ｢本講義録に｢読者倶楽部｣欄の新設せられたるは余輩の喜びに堪-ざる所なれど,

而も紙数に制限あれば読者全般の感想発表の具となり得ざるべきや最も明か也｡責に於てか余輩は校

外生を中心とせる雑誌刊行の挙を企画したく思ふ｡諸君以て如何と為す｡(34)｣との提案の後, ｢滑々

として羊頭狗肉的ゴマカシもの多き通信教授界に,本誌の如き真面目なる良講義録ありとは,我ら枚

外生たる者肩幅の広き感あり｡講師及編者に多謝の意を表す｡第九号本欄における未見の友,芝喜楽

居士の発起にかゝる機関雑誌発行,大々的賛成也｡善は急げ,直ちに実行如何｡雑誌名は｢早稲田の

園｣,会名は早稲田学友会,頁数約三十,会費五銭,我ら校外生を通常会委員とし,講師井に編輯貞

諸君を賛助員に推さば妙案と存ず(35)｣と受ける者があってさらにこの提案について｢機関雑誌発行

は大に希望する所,｣という者があれば, ｢機関雑誌発行は大反対,そんな生意気な真似をするより

も,着実に勉強せねばならぬ我々だ｡｣というように賛否両論が示されていたが(36)独学で学ぶ受講

者たちが少しでも他の受講者たちとのつながりを求めようとしていたことをここに窺い知ることがで

きる｡それは, ｢僕がもし校内生であったなら,日々相会して種々面白き物語りに趣味を覚えるであ

らうに校外生の悲しさ斯かることは到底不可能である｡されば会員相互に慰安の一方法として,通信

交際を始めようではないか｡其れには其地の名所旧蹟,其他珍らしき事物を写した絵葉書交換を以て
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するのが最もよいと思ふ｡同好の諸兄奮って賛成あれ｡(37)｣というような提案をする者もいたことに

もあらわれている｡機関誌に関しては｢自今の如く校外生諸君と本欄に於て友誼を交換しつゝ在るの

日は,此上雑誌発行の必要もないけれども,一度講義終了の暁,再び諸君と相見る事の出来ないのは

甚だ遺憾に思うから,機関誌の発刊により永久に講師諸先生の訓示に加ふるに,相変わらず誌友諸君

の親密なる交誼を継続したいといふのが我が輩の主意である｡(38)｣というように一旦受講を終えた後

のつながりの場としての期待をしている者がいた｡ ｢雑誌の刊行の挙なくば,来る四月以後は最早我

親愛なる誌友諸君と友情を暖むる能はざるを如何せんや｡加之,本誌雑録欄以下の如きは吾人講習生

のみ独占すべきものにあらずして,広く社会の多数人に推薦すべき性質のものなり｡願わくは編者各

位に於て,本誌講習生の為雑誌刊行の計画あらん事を切望して止まざるなり(39)｣このような機関誌

発刊の提案を受けたことが,受講者の交流の場としての雑誌ではないが,結果として『早稲田講演』

という雑誌発刊に繋がっていたのかもしれない｡上のやりとりとは別に, ｢当須坂町には御校校外生

各科を併せて約二十名有り之候が,諸氏の希望により知識交換を目的として｢早稲田学友会｣と栴す

る者を設けんとす｡基本部を出版部にて願はれまじく候や｡(40)｣このように計画されていたものが,

｢僕等近傍の校外生相寄って-の集会を催したり｡会名は早稲田同攻会須坂支部,会場は小学校女子

那,会員は文科一名,法科一名,高等国民科一名,商科三名,中学科八名計十四名,而して会を重ぬ

る既に五回,次回は二月十四日なり｡御同志の校外生諸君,何科たるを問わず御入会を望む(41)｣と

いうように,実際に会が発足した後の報告がなされている｡その一方では, ｢山形県校外生諸氏に告

ぐ,本講義に依って得たる知識を益発揮して,賢明なる諸兄と共に早稲田の学風を我同輩に知らしめ,

どこまでも高等国民としての転職を普及せしむる趣意にて,山形県人を以て-の会を設立し,早稲田

を本部として新年早々活動したし｡熱心なる諸兄賛同の上生宛に御一報を乞ふ(42)｣というように

長野からの呼びかけも｢読者倶楽部｣には見受けられた｡このように地域で自然発生的に学習者集団

を形成していく者たちもあったようである｡明治42年度『国民高等教育』講義録は早稲田大学にも

残されていないために詳細は不明だが,学科表を見る限り投書欄は存続していたようである｡これが

明治43年度になると,投書欄は『早稲田講演』 -と移り, ｢読者文壇｣と名称も変わり,内容も懸賞

短文となったために,以前のような受講者同士の文章の遣り取りは見られなくなっている｡

あわりに

第3節で見たように,高田早苗は講義録を学ぶ受講者たちに対して,これからの日本を担っていく

指導的立場としての｢高等国民｣となることを期待していたのである｡この意図を最も典型的に示

した講義録といえるのではないだろうか｡それは明治41年度の最終号において,ある受講者の今後

の自学自習についての決意が｢世界的模範国民たらむこと｣という言葉を伴って掲載されている(431

のは象徴的であるといえる｡また,第4節で見たように,学習をする機会をさまざまな理由で阻ま

れていた人々が大きな熱意を持って学習に取り組んでいた｡一旦は講義録が修了しても,学習者がな

おもたゆまぬ向学心を持ち続けていく人々が現れたことは『高等国民教育』開始されたときに掲げら
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れ,高田早苗も述べていた｢所謂リベラル,エデュケーション｣の成果といえるのではないだろうか｡

明治期の終盤という時代において,受講者の要望を受けつつ,毎年度試行錯誤を繰り返しながらも,

様々な地晩境遇の人々に私立の｢大学(44)｣が高等教育レベルの一般教養を提供することを試みた

ことには大きな意味があったということが出来るだろう｡

高田早苗における<講義録ならびに教育に対する思想的背景>ほどのようなものであったのか,ま

た,上に挙げたような弛まない向学心を持った人たちが『高等国民教育』を学んだことが,その後の

彼らの人生にどのような影響をもたらしたのかについて探っていくことを今後の課題とする｡

注(1)早稲田大学大学史編集所編『早稲田大学百年史　第二巻』早稲田大学出版部1981年　　6-487ページ｡

(2)田中征男『大学拡張運動の歴史的研究一明治･大正期の｢開かれた大学｣の思想と実践』野間教育研究所

紀要　第30集　講談社1978年, 159ページ｡

年 度

(明 治 )

政 治 経 済 科 法 律 科 文 学 科 商 業 科 中 学 科 高 等 国民

教 育 科

41 2 ,8 3 4 3 ,19 4 2 ,4 4 8 8 ,6 2 6 12 ,8 1 7 3 ,6 1 5

4 2 3 ,0 3 4 3 ,5 3 7 2 ,3 54 7 ,9 5 1 1 2 ,0 7 8 3 ,8 3 6

4 3 2 ,9 7 8 3 ,5 90 2 ,2 6 9 5 ,4 4 9 l l ,5 2 8 2 ,9 5 4

｢校外生年別表｣ <早稲田学報>　　号1910年, 10月　28ページより作成｡

(4)これは当時あった普及舎の｢通信講学会｣ (山願悌三郎立案のもと, 1885 (明治18)年12月5日付｢教育時論｣

第23号紙上に｢通信講学会興る｣と題してその｢趣意書｣および｢規則｣の前文が掲載され,この事業の開

始を大きく報じている)をヒントにして発足したもの｡この｢通信講学会｣には高田も依頼を受けている｡ ｢私

は何でもミルの『代議政体論』の翻訳と, 『貨幣論』か何かを載せたのであった(高田早苗述　薄田走敬編『半

峰昔ばなし』 192ページ)｡｣だが,比較的幅広い学問分野をカバーしつつ,基本的に理学思想,理学教育の

発達-の貢献という理念に貫かれていた通信講学会に対し,政学講義会は国会の開設や官吏の登用試験など

を視野に入れた｢政学研究｣が中心であった｡

(5)高田早苗述　薄田走敬編『半峯昔ばなし』早稲田大学出版部1927年, 193ページo

(6)高田早苗｢大学教育の普及に就て｣ <早稲田学報>175号1909年9月, 2ページ

(7)高田早苗｢大学普及の要因｣ <早稲田学報>185号1910年7月, 2-3ページ｡

(8)第七条　校外生ニシテ其卒業証書ヲ受ケント欲スルモノハ試験ノ上之レヲ与フ可シ｡

第八条　校外生タラント欲スルモノハ入学金五拾銭ヲ納ム可シ｡

第九条　校外生ハ毎月講義録印刷ノ月費トシテ壱学部三拾六銭ヲ納ム可シ｡

但府外ハ郵税金五銭ヲ要ス｡

｢資料21講義録受持講師および科目記事｣早稲田大学大学史編集所編『東京専門学校校則･学科配当資料』

早稲田大学出版部1978年, 105ページ｡

(9)　　　明治21)年7月より館外生,館内生から館外員,館内員-と呼称が改められている｡

(10) 『明治41年度　高等国民教育』第1号　早稲田大学出版部1908年4月12日, 1ページ｡

(ll) 『商業講義』は1905 (明治38)年から, 『中学講義』は1906 (明治39)年から開始されている

(12)専門部2年次への編入は試験の後,入学が認められるということになったO

(13)前掲『明治41年度　高等国民教育』第1号1-2ページ｡

掴　同前3ページ｡

(15)受講者数は前掲｢校外生年表｣より｡卒業試験合格者は『明治41年度　高等国民教育』第24号　雑報1909
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年3月27日　3-5ページの｢卒業試験の成績及び氏名｣より筆者がカウントした｡

(16)従来,巡回講話など基本的に夏季に限って行なわれていたものに対して,一年を通して学習活動を行なっ

ていこうとする部局｡

本大学は各地支部又は其他有志の開設に係る講習会に講師を派遣し,政治･経済･法律･文学･商業･理

工諸科に亘る巡回教育を為す｡ (早稲田大学校外教育部規則第四条)

当分の内春期自四月一日至同十日夏期自七月二十一日至九月十日秋期自十月十五日至同二十五日冬期自

十二月二十一日至一月十日を以て開会の期とす｡

但し,協議の上,会期以外便宜開設することを得｡ (同規則第五条)

一回の会期は五日間乃至十日間とす｡ (同規則第六条)

聴講修了者には校外教育部講習会修了証を授与し,校外教育部部友として永く本大学との関係を保たしむ｡

(同規則第十六条)

左記の者にして講習会修了証を有する時は,本大学専門部政治経済科若くは法律各科一年級に入学を許す｡

本大学発行の『中学講義』若くは『商業講義』を修了し,更に『高等国民教育』を修了せる者｡

本大学発行の『政治経済札　法律札　文学科各講義』の中執れか英一を修了せる者｡ (同規則第十七条)

(17) <早稲田学報>181号1910年3月, 10ページ｡

この告知を受け,後にこのような概要を発表している｡

再び校友諸君に告ぐ

前々号の誌上に於ける本大学出版部諸科講義録に関する報告中『高等国民教育』の『課外講義』に就ては更

に報ずる所あるべく述べ置きたれば,左にこれを略説せむ｡

右『課外講義』は特に本学期即ち今五月より開始の新学期に対する新企画にして,もともと応用的且つは実

際的たらむことを主とする『高等国民教育』の更に更に応用的たらむとし実際的たらむとするものに外なら

ず｡即ち名流大家に請うて社会に実際問題に対する新研究と新学説との発表を求め,これを毎月-冊子に纏

めて広く世に紹介せむとするものなれば, 『高等国民教育』の正課講義を併せ読まるゝことの可なるは勿論な

れど,単に『課外講義』のみを購読せらるゝも亦大に新知識の修養に益する所あるべく,編纂の方法また殊

別の購読にも適するやうの仕組みなれば,次に掲ぐる所の内容の一斑により購読希望の諸君は本大学出版部

宛にて申込まるべし｡尤も義に掲ぐる所は単に予定され居るものゝ一部分に過ぎざれば,所掲以外各種の重

要問題に就きそれぞれ名家に講義を依嘱すべきは勿論也｡

(中略)

校友諸君にして右『課外講義』のみの購読を望まる､向き-は,特に左の如き実費により需めに応ずるとの

ことなり(定価は十七銭宛なり)0

一冊(一ケ月分)郵税其金拾弐銭

六冊(六ケ月分)郵税其金六拾五銭

十二冊(-ケ年分)郵税其金壱円弐拾銭

尚は右実費により購読希望の諸君は此際至急申込まるべく,発行後遅延して申込まるゝも或は欠本すること

あらむも測られず｡

『高等国民教育』に関する詳細の規則書は出版部へ申し入れられば直ちに進呈すべし｡

｢高等国民教育の新学期｣ <早稲田学報> 183号1910年5月, 12-13ページ｡

姻｢本誌の大発展に就て｣く早稲田講演>第11号1911年3月, 105ページ｡

<早稲田学報>194号1911年4月, 18ページ｡

eo)高田早苗｢大学教育の普及に就て｣ <早稲田学報>175号1909年9月, 2ページ｡

(21)高田早苗｢有形無形の資本｣ 『第3回　高等国民教育』第2号　雑録1910年5月, 1ページ｡

m　前掲｢大学普及の要因｣ 3ページo

ra　高田早苗｢両面の教育｣ <早稲田学報>183号1910年5月, 2ページ｡

w　<財界>第9巻　第2号1908年5月, 52ページ｡
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e5) 『明治41年度　高等国民教育』第8号1908年7月27日, 26ページ｡

幽『明治41年度　高等国民教育』第11号1908年9月12日, 24ページ｡

(27)前掲『明治41年度　高等国民教育』第8号　26ページ｡

e8) 『明治41年度　高等国民教育』第23号1909年3月12日, 8ページ.

w　前掲『明治41年度　高等国民教育』第8号　27ページ｡

(30)前掲『明治41年度　高等国民教育』第11号　24ページ.

(3D 『明治41年度　高等国民教育』第9号1908年8月12札12ページ｡

(32) 『明治41年度　高等国民教育』第12号1908年9月27日, 21ページ｡

(33) 『明治41年度　高等国民教育』第16号1908年11月27日, 26ページ｡

(34)前掲『明治41年度　高等国民教育』第9号12ページ｡

65)前掲『明治41年度　高等国民教育』第12号　20ページ｡

鯛『明治41年度　高等国民教育』第15号1908年11月12日, 19ページ｡

(3q　前掲『明治41年度　高等国民教育』第12号　21ページ.

(38) 『明治41年度　高等国民教育』第20号1909年1月27日, 21ページ｡

(39) 『明治41年度　高等国民教育』第22号1909年2月27日, 20ページ｡

(40)前掲｢明治41年度　高等国民教育｣第8号, 26ページ.

(41) 『明治41年度　高等国民教育』第21号1909年2月12臥　25ページ｡

(42) 『明治41年度　高等国民教育』第17号1908年12月12臥　27ページ｡

(43) ｢過ぐる-星霜,冊を重ぬる廿四,叢に本号を以て師たり親友たる本誌と親愛たる諸君とに訣別するに至る.

懇切なる本誌によって得たる所甚大,深く感謝に堪-ずO諸兄よ,希くは一年間の此薫陶によりて紳士の素

養を得られたるに甘んぜず,日々自彊息まず以て日進月化の大勢に先駆し,世界的模範国民たらむことを期

せられよ｣前掲『明治41年度　高等国民教育』第24号　雑報　ト2ページ｡

(44)早稲田大学は1920年の大学令によって正式な大学となるため,この当晩　正確には専門学校である｡
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